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今日から前期後半が始まりました。運動会や修学旅行・校外学習など楽しみな行事もたく

さん計画しています。児童一人一人がしっかりと成長する「実りの秋」にしていきたいと思

います。引き続き、保護者・地域の皆様方のご支援ご協力をよろしくお願いいたします。

主な行事等をあげてみますと、右下のようになります。

行事は、児童の生活の節目となり、児童の成長のきっかけとなる場面です。

例えば、運動会では、各学年や低・中・高学年ブロックごとに行うかけ足等の競技やリズ

ムにのった演技を行います。これは、運動技能を高め、競い合ったり協力したりすることを

目標とします。

それだけでなく、５，６年生は、決勝審判や放送、招集誘導等、運動会の運営に必要な仕

事を分担し受け持ちます。一人一人がスタッフとして責任を持って行動することが期待され

ます。

応援団も、運動会を盛り上げるため

に重要です。赤組、青組の２色に分か

れて、４年生から６年生の応援団員が

応援の仕方を相談したり練習を指導し

たりします。

行事によって趣旨は異なり、学年に

よって発達段階のちがいはあります

が、どの行事でも「児童に力をつける」

行事となるよう取り組んでいきます。

運動会や教育週間に計画するフリー

参観等では、ご家族の皆様、地域の皆

様に学校に来ていただいて、児童の頑

張りや成長の様子をご覧いただきたい

と思います。

学校だより

夢 と 志 を は ぐ く む 学 校
学校教育目標 ○すすんで学ぶ子 ○思いやりのある子 ○たくましい子

９月

９月から１２月までの主な行事等

９月２４日（土）運動会

１０月 ５日（水）熊谷市陸上フェスティバル（６年）

１０月 ７日（金）校外学習（１，２年）群馬こどもの国

１０月１１日（火）社会科見学（５年）富士重工他

１０月１４日（金）校外学習（６年）太平洋クラブ江南コース

１０月２１日（金）～２３日（日）秋季休業日

１０月２５日（火）江南地区合同防災訓練

１０月３１日（月）～５日（土）教育週間

１０月３１日（月）芸術鑑賞会（和太鼓）

１１月 ５日（土）人権教育研究発表会

１１月 ９日（水）１０日（木）修学旅行（６年）

１１月１７日（木）熊谷市音楽会（４年）午前の部

１１月２４日（木）社会科見学（４年）川越方面

１１月２５日（金）社会科見学（３年）熊谷駅・嵐山

１１月下旬 持久走大会

１２月上旬 親善タグラグビー大会（５年）

（行事は天候その他の事情により、変更になる場合があります。）



９ 月 の 行 事 予 定

1 木 避難訓練

陸上練習開始（6年）

2 金

3 土 ＰＴＡ奉仕作業7:30

4 日 （奉仕作業予備日）

5 月 一斉下校15:00
教育実習開始（9/30まで）

6 火 委員会活動

7 水 ひだまりの会読み聞かせ（昼休み）

ハートフル

8 木 音楽会練習開始（4年）

9 金

10 土

11 日

12 月

13 火 運動会係児童打ち合わせ

14 水 愛の家訪問（4の1）ハートフル

15 木 愛の家訪問（4の2）

16 金

17 土

18 日

19 月 敬老の日

20 火

21 水 ハートフル

22 木 秋分の日

23 金 ４時間授業・給食・下校

運動会準備（6年）13:40

24 土 運動会

25 日 運動会予備日①

26 月 運動会予備日②

27 火 クラブ活動

28 水 ハートフル

29 木 受動喫煙検診（4年）

30 金 教育相談日（木曜日課）

１０月の主な行事は、裏面をご覧ください。

よろしくお願いします。 ９月３日（土）

皆様のご協力をお願いします。雨天等の場合

は、４日（日）に延期します。延期の場合の連

絡は、学校メールです。

夏休み中、サマースクールや水泳教室、プー

ル開放で、多くの児童が勉強や水泳に励みまし

た。保護者の皆様には、個人面談で時間をとっ

ていただき、また、ＰＴＡ本部役員・理事の皆

様にはプールの監視にご協力いただき、ありが

とうございました。

職員の異動について
杉田恵理子教諭が出産に備えてお休みするこ

とになりました。

代わって９月１日から、山田厚史教諭が勤務

します。杉田教諭の担当を引き継ぎ、主に４年

生と３年２組の授業を担当します。よろしくお

願いします。

夏休み中、障害者施設が襲われる事件が発生

し、県内でも１０代半ばの少年が命を落とすと

いう事件が発生しました。

自分の命も他の人の命も、第一に守らなけれ

ばならないものです。大人が注意して見守ると

共に、子供からも悩みや苦しみが大人に伝えら

れるようにしましょう。


